


	
	

	

	

お詫びと訂正（2017年 11月 2日）	

	

大会校の手違いにより、大会プログラム49頁、Ⅳ─３部会（学力）の西本裕輝会員・馬居

政幸会員のご報告、「沖縄における離島と本島間の学力格差─学力調査	が及ぼした影響に

焦点をあて─」の連名者に記載漏れがありました。大変申し訳ございませんでした。	

	

当該頁を修正した改訂版のPDFを学会ウェブサイトに公開するとともに、関係者のみなさ

まに改めてお詫び申し上げます。	

	

日本教育社会学会・第69回大会実行委員会	
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大会日程	
前日：１０月２０日（金） 

16:00 － 18:00 若手研究者交流会 佐野書院 

第１日：１０月２１日（土） 

8:45 －  受付 本館玄関・ホール 

9:30 － 12:00 研究発表Ⅰ・テーマ部会①・英語特設部会Ⅰ  

12:00 － 12:55 昼食  

12:55 － 13:40 総会 本館 31 番教室 

13:40 － 14:05 学会奨励賞・国際活動奨励賞 授与式 本館 31 番教室 

14:05 － 14:10 休憩・移動  

14:10 － 16:10 研究発表Ⅱ・英語特設部会Ⅱ  

16:10 － 16:20 休憩・移動  

16:20 － 18:20 研究発表Ⅲ・英語特設部会Ⅲ  

18:20 － 18:30 休憩・移動  

18:30 － 20:30 懇親会 東生協カフェテリア 

第２日：１０月２２日（日） 

9:00 －   受付 本館玄関・ホール 

9:30 － 12:00 研究発表Ⅳ・テーマ部会②・テーマ部会③  

12:00 － 13:10 昼食  

13:30 － 16:30 課題研究Ⅰ 本館 26 番教室 

    課題研究Ⅱ 本館 36 番教室 

      課題研究Ⅲ 本館 31 番教室 

 
各種会合 

前日：１０月２０日（金） 

15:30 － 17:00 紀要編集委員会 職員集会所 

15:30 － 17:00 研究委員会 職員集会所 

17:00 － 18:00 常務会 職員集会所 

18:00 － 20:00 理事会 職員集会所 

第１日：１０月２１日（土） 

12:05 － 12:55 総会打ち合わせ 本館 31 番教室 

第２日：１０月２２日（日） 

12:05 － 12:50 課題研究Ⅰ 打ち合わせ 本館 26 番教室 

    課題研究Ⅱ 打ち合わせ 本館 36 番教室 

    課題研究Ⅲ 打ち合わせ 本館 31 番教室 

12:00 － 12:45 評議員懇談会 職員集会所 

12:00 － 12:45 新常務会 職員集会所 

12:45 － 13:30 新理事会 職員集会所 
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ご案内	

１．会場	 一橋大学・国立西キャンパス  

	 〒186-8601 東京都国立市中２−１ 

	 （JR 中央線「国立」駅下車、南口より徒歩約１０分） 

（JR 南武線「谷保」駅下車、北口より徒歩約２０分またはバス約６分） 

	 〇研究発表・課題研究・若手研究者交流会：西キャンパス本館 

	 〇各種会合：職員集会所 

	  

２．受付	 （２１日） 午前 8 時 45 分より、本館玄関・ホールで受付を行います。 

 （２２日） 午前 9 時より、本館玄関・ホールで受付を行います。 

  

【大会参加費】 オンライン決済 会員（一般）：4,500 円  会員（学生）：2,000 円 

 当   日    会員（一般）：5,500 円  会員（学生）：3,000 円 

 臨時会員（一般）：6,000 円 臨時会員（学生）：3,000 円 

【懇親会費】 オンライン決済 会員（一般）：4,000 円  会員（学生）：2,000 円 

 当   日    臨時会員（一般）：5,000 円  会員（学生）：3,000 円 

 臨時会員（一般）：5,000 円 臨時会員（学生）：3,000 円 

 ※会員（学生），臨時会員（学生）の方は，大会受付で身分証をご提示く

ださい。ご提示がない場合は，それぞれ会員（一般）ないしは臨時会員

（一般）の参加費となりますので，ご留意ください。 

 ※オンライン決済の期限は 10 月 10 日（火）とさせていただきます 

【要旨集録】  冊子版か USB 版のどちらかをお選びください。ただし参加者全員分を

２種類用意することは難しいため、どちらかがなくなった場合は、ご希望

にそえないことをご了解ください。USB を選んだ方のために、閲覧用と

して冊子版の要旨集録を会員控室にご用意します。 

【名札】 受付で名札をお渡しします。所属・氏名をご記入ください。大会期間中

の会場内では必ず名札をお付けください。 

 

 

 

会員（一般）：5,000 円  会員（学生）：3,000 円 
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３．発表時間 発表時間は、発表者の人数によって下記のようになります。  

 発表者 1 名・・・・・発表 20 分＋質疑応答 5 分  

	 発表者 2 名以上・・・発表 40 分＋質疑応答 10 分  

 発表終了 5 分前に１鈴、終了時刻に 2 鈴、質疑応答終了時

刻に 3 鈴の合図をします。発表時間は厳守願います。  

  

４．欠席の場合 発表者が欠席するときは、大会前日（１０月２０日）までに必ず、大会実

行委員会に E-mail でお知らせください。 

発表者が欠席の場合に、発表時間の繰り上げは行いません。 

	  

５．発表者の方へ	 カラー資料作成の手引き～色覚バリアフリーの実現にむけて～ 

	  本学会では、学会発表や学会活動のさまざまな場面において「色覚バリア

フリー」の実現をめざしています。色覚バリアフリーとは、色彩の識別が困難

な人たちが一定の割合でいらっしゃるという科学的見地にもとづき、大会発表

資料等におけるカラー色の使い方の配慮など、適切な工夫が必要であるとい

う考え方です。誰にとってもわかりやすい資料提示をめざし、特にカラー資料

の提示の際には、次の点にご配慮くださいますよう、お願い申し上げます。 

	 ①赤と緑の識別が困難な場合が多いので、配慮する。 

	 ②レーザーポインターは、緑のポインターが望ましい。 

	 ③明度の差を利用し、コントラストのはっきりした色の塗り分けを工夫する。 

	 ④輪郭線や境界線で、塗り分けの境を強調する。 

	 ⑤ひとつの図版に使う色数は、なるべく少なくする。 

	 ⑥対象箇所を各色で示さず、場所や形でも指定する。 

	
（例：この四角い赤のマークは… ） 
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６．資料のコピー	 大会実行委員会によるコピーサービスは行いません。  

	 研究発表用の配布資料等は、各自で必要な部数をご用意ください。  

	  

７．昼食	 大会開催中（土・日）はキャンパス内の食堂は営業しておりません。キャ

ンパス近隣の飲食店ならびにコンビニエンスストア等をご利用ください。 

	  

８．会員控室	 会員控室（本館２階・21 番教室）には、お茶・お菓子等をご用意しており

ます。ご利用ください。 

	  

９．クローク	 受付エリア（本館ホール）にクロークを設け、お荷物をお預かりします。 

ただし、貴重品は携帯してください。 

※クロークに預けられたお荷物は、２１日（土）は 18：30 まで、２２日

（日）は 17：00 までに必ずお受け取りください。 

	  

10．一時保育	 一時保育のサービスを提供いたします（事前の申込みが必要です）。 

詳細は、大会ホームページの実施要領をご覧ください。 

	  

11．懇親会	 大会第１日，１０月２１日（土）18：30より，「東生協カフェテリア」で開催し

ます。大会会場は西キャンパス、懇親会場は東キャンパスに位置して

います。懇親会費については5ページをご参照ください。 

	  

12．抜刷・資料交換	 抜刷・資料交換コーナーを会員控室内（本館２階・21番教室）に設けます。 

	  

13．書籍販売・	

	 	 	 	 企画展示	

大会会場では、本館 2 階・20 番教室にて、書籍販売・企画展示を行い

ます。  
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 大会会場へのアクセス 
（一橋大学	国立キャンパス）	

 
※ＪＲ中央線「国立」駅下車。南口より徒歩約 10 分 

（ＪＲ南武線「谷保」駅下車。北口より徒歩約 20 分または国立駅行バス約 6 分［一橋大学下車］） 
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大会会場 構内案内図 
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会場配置図（本館１階） 

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	

	

＊大会で使用する部屋以外(網掛け部分)への立ち入りはご遠慮ください	

このエリアは通行できませ

ん。本館の南側に移動す

る場合は玄関を出て外か

ら移動するか、ホールから

２階に上がり、会員控室を

通って移動してください。 

大会本部は本館１階・特

別応接室です。 

 

 

  本館玄関・ホールで大会の受付を行います。研究発表の会

場は２階・３階です。ホール脇の階段を２階に上がり、会員

控室（２１番教室）を通り抜けて他の教室に移動してください。
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会場配置図（本館２階） 

	

	

	

	

	

	

	

	

会員控室です。 

受付後に２２番〜２８番教

室（２階）、３２番〜３８番教

室（３階）に移動する方は、

この教室を通路としてご利

用ください。 

書籍販売・展示用の教室

です。会員控室と隣接して

います。 
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会場配置図（本館３階） 

	

	

	

	

＊大会で使用する部屋以外(網掛け部分)への立ち入りはご遠慮ください	

	

	 	

総会の会場です 

（課題研究にも

使用します）。 
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若手研究者交流会	

１０月２０日（金）16：00-18：00	

	 	 会場：一橋大学	 佐野書院	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

例年ご好評いただいている若手研究者交流会を、今年度も大会前日（10 月 20 日）に開催いたします。若手

研究者交流会は、大学院生をはじめとする若手の教育社会学研究者が研究上の関心や悩みを共有し、大学・研

究室をこえた交流を行うことを目的としています。毎年多くの方々のご参加により、若手研究者が互いの親睦

を深め、ネットワークを築く場となっております。	

今年度は下記の 5 つのラウンドテーブルを用意いたしました。参加希望の方々には、いずれか１つのテー

ブルを選んでご参加いただくことになります。終了後は、例年通り懇親会を開催する予定です。	

参加をご希望の方は、必要事項を記入のうえ、10 月 10 日（火）までに下記の参加申し込み先まで Eメール

でお申し込みください。（※当日の参加も可能ですが、会場・懇親会の予約の都合もありますので、なるべく

事前にご連絡ください。）多くのお申し込みをお待ちしています。	

	

【日時】	 2017 年 10 月 20 日（金）16:00～18:00（終了後に懇親会を予定）	

【場所】	 一橋大学	 佐野書院	

【参加対象】	 大学院生をはじめとしたキャリアの浅い教育社会学研究者（非学会員も可）	

【参加費】	 無料（※懇親会費は別途ご用意ください。3,500 円程度を予定しています。）	

【ラウンドテーブル】	

１．若手のための教育社会学必読書＜初級編＞	

	 	 	 	 	 	 話題提供者：小山田建太（筑波大学大学院）	

２．若手のための教育社会学必読書＜中・上級編＞		

	 	 	 	 	 	 話題提供者：内田康弘（日本学術振興会 PD）	

３．女性のキャリア形成	

	 	 	 	 	 	 話題提供者：高橋史子（東京大学）	

４．留学生のキャリア形成	

	 	 	 	 	 	 話題提供者：馬芳芳（お茶の女子大学大学院）	

５．研究計画の立て方	 	

	 	 	 	 	 	 話題提供者：二羽泰子（日本女子大学	 学術研究員）	

	

【連絡先】	 jses.seminar2016+2017@gmail.com	 （担当：林・呉）	

＜必要事項＞	 	 E メールの件名を「若手研究者交流会参加申し込み」とし、本文に、①氏名、②所属（大

学院生は学年も）、③学会員か非学会員かの別、④連絡先（メールアドレス）、⑤参加を希望するラウンド

テーブルの番号、⑥懇親会参加の有無を記入してください。	

	

【担当】	

教育部	副部長：額賀美紗子（東京大学）	

部員：林明子（大妻女子大学）・呉永鎬（世界人権問題研究センター）	

	

 

 

（愛知教育大学・日本学術振興会 PD）  
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Ⅰ－１部会 

国際化と教育 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：22 番教室 

 

司会 

天童睦子（宮城学院女子大学） 

 

9：30－9：55   １．マレーシアにおける民族優遇教育政策とその職業的地位達成への影響 

―本人の職業威信に対する民族効果と学歴効果の分析― 

田中李歩（東京大学大学院） 

 

9：55－10：20  ２．ロンドン・ニューアム区のインクルーシブ教育実践に関する教育 

―個のニーズへの対応と集団への包摂― 

◯原田琢也（金城学院大学） 

濱元伸彦（京都造形芸術大学） 

高橋眞琴（鳴門教育大学大学院） 

佐藤貴宣（日本学術振興会） 

 

10：20－10：45  ３．在外教育施設における教員のトランスナショナルな教育実践 

芝野淳一（大阪成蹊大学） 

 

10：45－11：10  ４．国際結婚家庭の子どもの学校経験と進路選択 

―大学生へのインタビュー調査から― 

広崎純子（国際医療福祉大学） 

 

11：10－11：35  ５．公立小学校における「民族学級」の機能と実践の変容 

薮田直子（大阪大学大学院） 

 

11：35－12：00 総括討論 

 

 

 

  

研究  
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Ⅰ－２部会 

大学生 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：23 番教室 

 

司会 

濱中義隆（国立教育政策研究所） 

 

9：30－9：55   １． 「部・サークル活動」からみる大学生文化の特質 

―4 時点調査の比較から― 

◯濱嶋幸司（同志社大学） 

武内清（敬愛大学） 

 

9：55－10：20  ２．奨学金受給が学生支出行動に与える影響 

呉書雅（弘前大学） 

 

10：20－10：45  ３．大学不本意入学者の出願理由に関する一考察 

―Ｂ大学新入生アンケート調査からの検討― 

竹内正興（鹿児島大学） 

 

10：45－11：10  ４．卒業論文に関する学習経験の職業的レリバンス 

―大卒者に対するインターネットモニター調査をもとにして― 

小山治（京都産業大学） 

 

11：10－11：35  ５．なぜ同窓会・同窓生ネットワークが生徒・学生のキャリア形成・就職 

不安に影響を及ぼすのか 

黄順姫（筑波大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－３部会 

高等教育制度 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：24 番教室 

 

司会 

村澤昌崇（広島大学） 

 

9：30－9：55   １． 宗教専門職養成の研究 

―新宗教の事例を通じた理論枠組の検討― 

齋藤崇德(独立行政法人 大学改革支援･学位授与機構）   

 

9：55－10：20  ２．高専教育の何が役に立ち、何が足りなかったのか  

―教育内容への興味と有用性との関係― 

山田宏（一橋大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３．位置と規模・入試データからみた国公立大学理工系学部の 

                         相互影響力の考察 

◯北村優大（横浜国立大学大学院） 

近藤敬太（横浜国立大学大学院） 

額田順二（横浜国立大学） 

 

10：45－11：10  ４．法学部教育の学修成果の類型的考察 

―学部設立年と教育志向性に着目して― 

坂巻文彩（九州大学大学院） 

 

11：10－11：35  ５．大学設置基準大綱化以降の新設大学の設置母体としての学校法人 

―併設校の変容に着目して― 

西田亜希子（大阪市立大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－４部会 

ニューカマー（１） 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：25 番教室 

 

司会 

三浦綾希子（中京大学） 

 

9：30－9：55   １．ペルー系ニューカマー第二世代の職業選択 

角替弘規（静岡県立大学） 

 

9：55－10：45  ２．中国系ニューカマー第二世代におけるジェンダーと学業達成 

―出身階層の差異に注目して― 

◯坪田光平（職業能力開発総合大学校） 

◯劉麗鳳（日本大学大学院） 

 

10：45－11：35  ３．日系ブラジル人の再チャレンジ 

―サンパウロ・ロンドリーナ編― 

◯ハヤシザキカズヒコ（福岡教育大学） 

◯山ノ内裕子（関西大学） 

◯山野上麻衣（一橋大学大学院） 

児島明（鳥取大学） 

山本晃輔（大阪大学） 

中島葉子（岐阜聖徳学園大学） 

 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－５部会 

教育改革と教師 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：26 番教室 

 

司会 

油布佐和子（早稲田大学） 

 

9：30－9：55   １．中学校教育はどう変わったのか？ 

―2002・2017 年全国校長・教員調査データの比較分析― 

菊地栄治（早稲田大学） 

 

9：55－10：45  ２．教育改革と教師の経験 

◯野﨑友花（大阪大学大学院） 

◯佐藤智美（大阪大学大学院） 

◯河上婦志子（大阪大学大学院） 

 

10：45－11：35  ３．教師の生活・意識・誇り・専門性と教育改善の可能性に関する調査研究 

―教師文化（教職観・子ども観・同僚性・協働性）及び自信・仕事満足 

 の構造と変化― 

◯藤田英典（共栄大学） 

◯山田真紀（椙山女学園大学） 

玉井航太（北海商科大学） 

鈴木悠太（東京工業大学） 

和井田節子（共栄大学） 

 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－６部会 

ジェンダー（１） 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：28 番教室 

 

司会 

藤田由美子（福岡大学） 

 

9：30－9：55   １． 現代女子学生のライフコース展望の諸相 

―仕事、結婚、育児に関するインタビュー調査の分析を中心に― 

谷田川ルミ（芝浦工業大学）   

 

9：55－10：20  ２．近代中国におけるモダンガールイメージの形成  

―女性向け広告と女性ファッション誌『玲瓏』を中心に― 

呉桐（京都大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３．戦前期高等女学校・実科高等女学校生徒の進路動向とその変化 

―就職率に注目して― 

濱貴子（富山県立大学） 

 

10：45－11：10  ４．女性の高等教育、その意味と役割の再考察 

―中東湾岸諸国における女性の高学歴化を題材に― 

沈雨香（早稲田大学大学院） 

 

11：10－11：35  ５．大学院生の不安とメンタルヘルスに関する統計分析 

―ジェンダーの観点を中心に― 

坂無淳（福岡県立大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－７部会 

子どもと学習 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：32 番教室 

 

司会 

小針誠（青山学院大学） 

 

9：30－10：20    １．何が学力を変化させたか 

―小学校でのアクションリサーチから― 

◯若槻健（関西大学） 

◯伊藤駿（大阪大学大学院） 

 

10：20－10：45   ２． 就学前教育における子どもの時間的社会化 

大久保心（慶応義塾大学大学院） 

 

10：45－11：10    ３． 小学生における学業成績と家庭・学校・個人内要因との関連性 

高木誠一（国際武道大学） 

 

11：10－11：35   ４．子どもの勉強の好き嫌いの変化とその要因 

―JLSCP2015-2016 調査より― 

◯邵勤風（（株）ベネッセホールディングス） 

木村治生（株式会社ベネッセホールディングス） 

橋本尚美（株式会社ベネッセホールディングス） 

岡部悟志（株式会社ベネッセホールディングス） 

 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－８部会 

東北からの教育 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：33 番教室 

 

司会 

髙瀬雅弘（弘前大学） 

 

9：30－9：55    １．東北地方の高校生の大学進学移動 

―生徒の社会関係資本に着目して― 

津多成輔（筑波大学大学院） 

 

9：55－10：20   ２．東日本大震災は高校生の進路選択にどのような影響を与えたのか？ 

◯妹尾渉（国立教育政策研究所） 

松田洋介（金沢大学） 

 

10：20－11：10  ３．「復興」に向かう協動性 

◯清水睦美（日本女子大学） 

◯堀健志（上越教育大学大学院） 

 

 

11：10－11：35  ４．高校受験予備校の成立過程に関する一考察 

―福島県 X 市の事例をもとに― 

遠藤健（早稲田大学大学院） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－９部会 

学校と格差 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：34 番教室 

 

司会 

中澤渉（大阪大学） 

 

9：30－9：55    １．高校階層構造における生徒の学習行動の分化に関する実証的検討 

―学校外学習時間に着目して― 

山口泰史（東京大学大学院） 

 

9：55－10：20   ２．中国における公立学校間の格差問題 

―江西省の重点高校と非重点高校の比較調査から― 

劉薈（中央大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３． 高校階層構造下における生徒・教師関係 

―社会経済的地位による社会関係資本の個人間・学校間格差― 

松岡亮二（早稲田大学） 

 

10：45－11：10  ４．アクティブ・ラーニング型の授業方法への適応と格差 

―JLSCP2015-2016 データを用いて― 

須藤康介（明星大学） 

 

11：10－11：35  ５．項目反応理論による学力格差の変容の分析 

川口俊明（福岡教育大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅰ－１０部会 

学校と学級 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：38 番教室 

 

司会 

西島央（首都大学東京） 

 

9：30－9：55    １．「文武両道」は何を意味するのか 

―学業と課外スポーツの組み合わせによる意味の創出― 

加藤一晃（名古屋大学大学院） 

 

9：55－10：20   ２．都内私立高校生が語る「学校化社会」での葛藤 

―不本意入学者の語る「仕方ない」に着目して― 

阿部智美（中央大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３．学級規則に見る多様な社会化 

―価値・行動様式・人間関係のパターンとその背景― 

渡邉雅子（名古屋大学） 

 

10：45－11：10  ４．授業場面で実践される生徒指導の相互行為分析 

―「学級内ルール」の運用場面に着目して― 

粕谷圭佑（立教大学大学院） 

 

11：10－11：35  ５．教室内の人間関係をめぐる生徒の戦略 

梅田崇広（広島大学大学院） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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テーマ部会① 

教育社会学的研究への公的統計データの活用 
１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：36 番教室 

 

司会 

藤原翔（東京大学） 

 

9：30－9：55    １．日本における移民児童の高校進学率とその規定要因 

―2010 年国勢調査データを利用したロジスティック回帰分析― 

鍛治致（大阪成蹊大学） 

 

9：55－10：20   ２．外国籍の親をもつ子どもの教育機会に関する分析 

―国勢調査個票データによる実証分析― 

石田賢示（東京大学） 

 

10：20－10：45  ３．学歴としての専門学校の効果と制度的埋め込み 

―就業構造基本調査の個票データを用いて― 

多喜弘文（法政大学） 

 

10：45－11：10  ４．教育と職業を中心とした階層構造の分析 

―「就業構造基本調査」を用いて― 

古田和久（新潟大学） 

 

11：10－11：35  ５．労働時間シフトとワークライフバランス 

―「社会生活基本調査」を用いた類型化の試み― 

◯香川めい（東京大学） 

仁平典宏（東京大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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英語特設部会Ⅰ 

Modernization and Post-modernization  
in Secondary Education 

１０月２１日（土）9：30-12：00 

会場：35 番教室 

 

司会 

Fujie YUAN (Open University)  
& 

Rie MORI (NIAD-QE) 
 

9：30－9：55    １． “High School Education for All in East Asia” 
Shinichi AIZAWA (Chukyo University) 

 

9：55－10：20  ２． “A Sociological Analysis of Privatization of Secondary Schools” 
Xinrong ZHENG (Beijing Normal University)  

 

10：20－10：45  ３． “From 'School Education' to 'School-to-Work Education' 
                         in the Knowledge-based Society: Implications from some 

European Countries” 
Kanako SUEOKA (Graduate School of Osaka 
University) 

 

10：45－11：10  ４．“Foreigner Education of Higher Normal Schools in Pre-war Japan 
                         : A Case Study of Chinese Students' Life Experiences in Tokyo  
                          Higher Normal School” 

Yang JU (Graduate School of Hiroshima 
University) 

 

11：10－12：00 総括討論 

 

 

  

25



Ⅱ－１部会 

問題行動 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：22 番教室 

 

司会 

石飛和彦（天理大学） 

 

14：10－14：35  １．少年はなぜ万引きをするのか？ 

─少年の万引き被疑者および一般の中高生を対象とした質問紙調査を 

  もとに─ 

◯久保田真功（関西学院大学） 

白松賢（愛媛大学） 

 

14：35ー15：00  ２．中国の小中学校におけるいじめの実態 

陳林奇（広島大学大学院） 

 

15：00－15：50  ３．「いじめ問題」の諸相（４） 

―当事者は「いじめ問題」をいかに語りうるのか― 

北澤毅（立教大学） 

◯間山広朗（神奈川大学） 

稲葉浩一（北海道教育大学） 

◯越川葉子（秋草学園短期大学） 

山田鋭生（共栄大学） 

◯保坂克洋（立教大学大学院） 

今井聖（立教大学大学院） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅱ－２部会 

子どもと福祉 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：23 番教室 

 

司会 

藤間公太（国立社会保障・人口問題研究所） 

 

14：10－14：35  １．保育士経験者の童心受容的教育観形成に関する研究 

―遊び支援活動を事例として― 

白坂正太（九州大学大学院） 

 

14：35ー15：00  ２．児童養護施設の子どもの幼稚園就園に関する諸相 

坪井瞳（東京成徳大学） 

 

15：00－15：25  ３．子育ち・子育てを志向する共生理念 

―感化院から児童自立支援施設に至る施設の歴史と実践― 

武千晴（日本女子大学大学院） 

 

15：25－15：50  ４．児童養護施設における文化伝達と職員の生活経験 

―施設職員へのインタビュー調査を通して― 

山口季音（至誠館大学） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅱ－３部会 

教育機会と能力 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：24 番教室 

 

司会 

倉石一郎（京都大学） 

 

14：10－15：00  １．就学における選択と選別の社会学的研究 

◯酒井朗（上智大学） 

◯谷川夏実（上智大学） 

 

15：00－15：25  ２．義務教育における児童・生徒の「能力」及び「資質」に関する一考察 

中尾豊喜（大阪キリスト教短期大学） 

 

15：25－15：50  ３．「高校全入運動」言説における能力観の相剋 

石岡学（同志社大学） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅱ－４部会 

親の教育期待 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：25 番教室 

 

司会 

本田由紀（東京大学） 

 

14：10－14：35  １．小中移行期の勉強の好き嫌いに関する子どもの認識枠組みの解明 

―JLSCP2015-2016 追跡インタビュー調査より― 

◯橋本尚美（ベネッセ教育総合研究所） 

前馬優策（大阪大学大学院） 

松浦加奈子（一橋大学大学院） 

濱沖敢太郎（一橋大学大学院） 

邵勤風（ベネッセ教育総合研究所） 

 

14：35－15：00  ２．教育費のきょうだい格差 

太田昌志（名古屋市立大学大学院） 

 

15：00－15：25  ３．子どものジェンダーと親の教育期待 

◯奥村美保（無所属） 

川口俊明（福岡教育大学） 

 

15：25－16：10 総括討論 
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Ⅱ－５部会 

社会構造と教育 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：28 番教室 

 

司会 

神原文子(神戸学院大学） 

 

14：10－14：35  １．同和教育における進路実現の支援 

―部落解放研卒業生の追跡調査から― 

大橋眞（大阪大学大学院） 

 

14：35－15：25  ２．公営住宅居住者の子育てにおける諸資本とレジリエンス 

―B 市 A 団地の質問紙調査・インタビュー調査から― 

◯山田哲也（一橋大学） 

◯久冨善之（一橋大学名誉教授） 

◯仲嶺政光（富山大学） 

◯山本宏樹（東京電機大学） 

 

15：25－15：50  ３．普通科高校福祉コースにおける専門教育の地域間比較 

小黒恵（東京大学大学院） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅱ－６部会 

教員政策 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：32 番教室 

 

司会 

高野良子（植草学園大学） 

 

14：10－14：35  １．教員養成系大学政策に関する教育労働運動の対応 

―1970 年代の日本教職員組合を事例として― 

二宮祐（群馬大学） 

 

14：35－15：00  ２．教職大学院での学びが修了後の教育実践に及ぼす影響 

藤森宏明（北海道教育大学大学院） 

 

15：00－15：50  ３．現職教員の潜在的学びニーズ 

―大学への「社会人入学」に関する質問紙調査を通じて― 

◯加藤潤（愛知大学） 

◯田川隆博（中部大学） 

 今津孝次郎（愛知東邦大学） 

 白山真澄（東海学院大学） 

 長谷川哲也（静岡大学） 

 林雅代（南山大学） 

 

15：50－16：10 総括討論 

  

 

 

◯加藤潤（愛知大学） 

◯田川隆博（中部大学） 

今津孝次郎（愛知東邦大学） 

白山真澄（東海学院大学） 

長谷川哲也（静岡大学） 

林雅代（南山大学）  
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Ⅱ－７部会 

教育者と職業文化 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：33 番教室 

 

司会 

中村瑛仁（大阪大学） 

 

14：10－14：35  １．牧師の職業的社会化における困難性 

篠原清夫（三育学院大学） 

 

14：35－15：00  ２．管理職は教員をどのように“評価”・“認識”しているのか 

―指導力不足教員の認識に焦点を当てて― 

波多江俊介（熊本学園大学） 

 

15：00－15：25  ３．教師の主体性から捉え直す教員文化の構造 

伊藤莉央（大阪大学大学院） 

 

15：25－15：50  ４．「学生／教師」という境界状態の身体的体験をめぐって 

―教員養成課程の学生による体験と教師教育における意義― 

川島裕子（北海道教育大学・University of Toronto） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅱ－８部会 

教育と政治 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：34 番教室 

 

司会 

仁平典宏（東京大学） 

 

14：10－14：35  １．過去 20 年間における中学生の平和意識の変化   

―東京・京都・広島・那覇の中学 2 年生に対する意識調査 

  （97・06・16 年）の分析から― 

村上登司文（京都教育大学） 

 

14：35－15：00  ２．「主権者教育」を生徒はいかに受け止めたか 

大津幸信（群馬県立大泉高等学校） 

 

15：00－15：25  ３．国立大学生の政治参加と子ども時代の政治的社会化過程 

―第 24 回参議院議員通常選挙後の質問紙調査より― 

◯西島央（首都大学東京） 

大津尚志（武庫川女子大学） 

赤川理（信州大学） 

徳本広孝（中央大学） 

 

15：25－15：50  ４．現代世界における学問の自由の課題 

―日本・ドイツ・アメリカ― 

羽田貴史（東北大学） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅱ－９部会 

歴史と思想 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：36 番教室 

 

司会 

井上義和（帝京大学） 

 

14：10－14：35  １．戦前期日本における経営者の実業教育論 

―武藤山治を事例として― 

中川宗人（東京大学） 

 

14：35－15：00  ２．「個性調査」からみる評価とその社会的規定性 

―大正期山形県内小学校の「個性観察簿」の分析をとおして― 

水谷智彦（立教大学） 

 

15：00－15：25  ３．知識人漱石から作家漱石へ 

―木曜会における師弟関係の構造と変容― 

椎名健人（京都大学大学院） 

 

15：25－15：50  ４．忘れられた教育社会学者、木山熊次郎 

―戦前期の教育社会学史研究として― 

竹村英樹（慶應義塾大学） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅱ－１０部会 

学歴 
１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：38 番教室 

 

司会 

古田和久（新潟大学） 

 

14：10－14：35  １．母集団の学歴分布を確認するとき何に留意すべきか 

―2015 年 SSM データを用いて― 

平沢和司（北海道大学） 

 

14：35－15：00  ２．現代日本社会における中卒学歴と社会経済的背景 

―「就業構造基本調査」個票データの分析― 

藤原翔（東京大学） 

 

15：00－15：25  ３．大学等中退の構造的転換点 

下瀬川陽（東京大学大学院） 

 

15：25－15：50  ４．大学別期待生涯賃金の推計 

―4 大学の平均と分散に着目して― 

◯島一則（東北大学） 

原田健太郎（島根大学） 

西村君平（弘前大学） 

呉書雅（東北大学大学院） 

真鍋亮（広島大学大学院） 

 

15：50－16：10 総括討論 
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英語特設部会Ⅱ 

Recent Reforms and Empirical Analysis  
in East Asian Education 

１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：35 番教室 

 

司会 

Daisuke SONOYAMA (Osaka University)  
& 

Mei KAGAWA (University of Tokyo) 
 

14：10－14：35  １． “Expansion of Upper Secondary Education in Mainland China” 
Jin JIANG (Lingnan University) 

 

14：35－15：00  ２． “Choices or Only One Choice? :  Analyzing How Taiwanese Third-
year High School Students Interpret Multiple College Entrance 
Programs with Their Use of In-class Time” 

Ying-Jie JHENG (National Taiwan Sport 
University)  

 

15：00－15：25  ３． “When to Swallow Global Standards: Secondary Education Reform 
and its Impact on Higher Education in the Philippines” 

Rie MORI (NIAD-QE) 
 

15：25－15：50  ４．“Study on Undergraduates’ Creativity Competencies: An Empirical  
 Analysis of Structural Equation Modeling” 

Amy Shumin CHEN (Tatung University) 
 

15：50－16：10 総括討論 
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Ⅲ－１部会 

教育問題 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：22 番教室 

 

司会 

山本雄二（関西大学） 

 

16：20－17：10  １．ネットいじめの構造とその対策に関する実証的研究（Ⅲ） 

◯原清治（佛教大学） 

◯山内乾史（神戸大学） 

松浦善満（龍谷大学） 

大多和直樹（帝京大学） 

小針誠（青山学院大学） 

小林至道（関西大学） 

◯浅田瞳（華頂短期大学） 

西谷雅史（エースチャイルド株式会社） 

堀出雅人（華頂短期大学） 

 

17：10－17：35  ２．「日本 PTA」新聞における「責任」言説分析 

森村繁晴（放送大学大学院） 

 

17：35－18：00  ３．「学校問題」における「子ども／大人」関係の構図と論理（３） 

池田隆英（岡山県立大学） 

 

18：00－18：20 総括討論 
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Ⅲ－２部会 

不登校 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：23 番教室 

 

司会 

酒井朗（上智大学） 

 

16：20－16：45  １．フリースクールにおける学校制度の戦略的活用とその帰結 

藤村晃成（広島大学大学院） 

 

16：45－17：10  ２．不登校は教育課程の問題か 

―教育機会確保法をめぐる議論を振り返る― 

高山龍太郎（富山大学） 

 

17：10－17：35  ３．社会運動としてのオルタナティブスクールのネットワーク 

藤根雅之（大阪大学大学院） 

 

17：35－18：00  ４．人身売買の「解決」と長期欠席調査 

―地方紙記事の比較検討から― 

加藤美帆（東京外国語大学） 

 

18：00－18：20 総括討論 
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Ⅲ－３部会 

進路と教育 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：24 番教室 

 

司会 

岩田考（桃山学院大学） 

 

16：20－16：45  １．学力かつながりか？ 

―中・高接続時における進路選択をめぐる葛藤に着目して― 

二羽泰子（日本女子大学） 

 

16：45－17：10  ２．「高校生の進路についての追跡調査」(2005-2011)を用いたキャリア形成 

 に関する二次分析 

◯近藤敬太（横浜国立大学大学院） 

額田順二（横浜国立大学） 

 

17：10－17：35  ３．学校の雰囲気と学習行動・進路志望 

―北海道都市部 2 校の高校 3 年生の聞き取り調査の分析― 

三関直樹（北海道大学大学院） 

 

17：35－18：00  ４． 中国における修士課程学生の進路選択に関する実証研究 

韓冀娜（早稲田大学大学院） 

 

18：00－18：20 総括討論 

  

 

 

17：35－18：00  ４．中国における修士課程学生の進路選択に関する実証研究
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Ⅲ－４部会 

メディアと文化 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：25 番教室 

 

司会 

加藤隆雄（南山大学） 

 

16：20－16：45   １．「受験英語」という教養主義 

藤村達也（京都大学大学院） 

 

16：45－17：35   ２．現代若者における NHK「連続テレビ小説」の受容 

―視聴者アンケート調査の分析を中心に― 

稲垣恭子（京都大学） 

◯佐々木基裕（名古屋女子大学） 

◯伊藤すみれ（京都大学大学院） 

椎名健人（京都大学大学院） 

花田史彦（京都大学大学院） 

服部弘（NHK エデュケーショナル） 

 

 

17：35－18：00   ３．若者へのテレビの影響は低下したか 

―学生の情報環境に関するプレ調査（2016）の結果報告― 

◯井上剛男（大阪千代田短期大学） 

紅林伸幸（常葉大学） 

越智康詞（信州大学） 

加藤隆雄（南山大学） 

酒井真由子（上田女子短期大学） 

 

18：00－18：20 総括討論 
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Ⅲ－５部会 

教員の役割 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：32 番教室 

 

司会 

長谷川裕（琉球大学） 

 

16：20－17：10  １．外国人大学教員の採用に関する国際比較研究（2） 

―外国人教員を対象に実施された全国調査の分析結果を中心に― 

◯黄福涛（広島大学） 

◯大膳司（広島大学） 

米澤彰純（東北大学） 

秦由美子（広島大学） 

杉本和弘（東北大学） 

李敏（信州大学） 

 

17：10－17：35  ２．米国のコミュニティカレッジにおける教育の質と教員の役割 

宇田川拓雄（流通科学大学） 

 

17：35－18：00  ３．中国における女性教師の現状と課題 
付宇倩（広島大学大学院） 

 

18：00－18：20 総括討論 
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Ⅲ－６部会 

子育て戦略 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：33 番教室 

 

司会 

高橋均（北海道教育大学） 

 

16：20－17：10  １．雇用不安定化社会における低所得家族の生活・子育て戦略とその分岐 

―大規模公営団地の子育て世帯に対する質問紙調査・インタビュー調査

をもとに― 

◯小澤浩明（東洋大学） 

本田伊克（宮城教育大学） 

◯前馬優策（大阪大学） 

◯松田洋介（金沢大学） 

◯盛満弥生（宮崎大学） 

 

17：10－17：35  ２．親のかかわりと子の学習（JLSCP2015-2016） 

―親の認識と子の認識、短期効果と長期効果に着目して― 

岡部悟志（株式会社ベネッセホールディングス） 

 

17：35－18：00  ３．子育て実践としつけ文化にみる階級差とペアレントクラシー 
片岡栄美（駒澤大学） 

 

18：00－18：20 総括討論 
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Ⅲ－７部会 

特別支援教育 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：34 番教室 

 

司会 

木村祐子（東京成徳大学） 

 

16：20－16：45  １．「気になる子」をめぐる保育者の問題経験 

末次有加（大阪総合保育大学） 

 

16：45－17：10  ２．児童が「支援者」になるということ 

―学級の規範に着目して― 

松浦加奈子（一橋大学大学院） 

 

17：10－17：35  ３．障害児が在籍する小学校のエスノグラフィー 

―教育的ニーズが同定される場面に着目して― 

久保田裕斗（京都大学大学院） 

 

17：35－18：00  ４．発達障害生徒に対する「望ましい支援」の検討 

―高校における特別支援教育コーディネーターへの調査分析から― 

海口浩芳（拓殖大学） 

 

18：00－18：20 総括討論 
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Ⅲ－８部会 

親の関わりと教育意識 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：36 番教室 

 

司会 

千葉聡子（文教大学） 

 

16：20－16：45  １．Effects of Parental Involvement on Academic Achievement among 

Elementary and Middle School Students 

大谷碧（大阪大学大学院） 

 

16：45－17：10  ２．母親の経験、子供の意識、子供の進路の関係について 

日下田岳史（大正大学） 

 

17：10－17：35  ３．父母の学校活動関与の角度からみた教育における公平性についての一考察 

―中国江蘇省の事例を中心に― 

賀暁星（南京大学） 

 

17：35－18：20 総括討論 
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Ⅲ－９部会 

若者の生き方 
１０月２１日（土）16：20－18：20 

会場：38 番教室 

 

司会 

片山悠樹（愛知教育大学） 

 

16：20－16：45  １．偏位する「社会的孤立」 

―内閣府若者 Web 調査の分析から― 

古賀正義（中央大学） 

 

16：45－17：10  ２．貧困世帯の若者の移行過程に関する研究 

―家族に着目して― 

林明子（大妻女子大学） 

 

17：10－17：35  ３．バンドマンの「将来の夢」をめぐる解釈実践 

―なぜ彼らは自らの夢を実現可能だと語れるのか― 

野村駿（名古屋大学大学院） 

 

17：35－18：00  ４．「後期若者」への実証的接近  

―現代日本において人はどう若者でなくなるのか― 

大多和直樹（帝京大学） 

 

18：00－18：20 総括討論 
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英語特設部会Ⅲ 

International Approach for Future Education in East Asia 
 

１０月２１日（土）14：10－16：10 

会場：35 番教室 

 

司会 

Masako E. WATANABE (Nagoya University)  
& 

Shinichi AIZAWA (Chukyo University) 
 

16：20－16：45  １． “Toward an 'Asian Education' Contribution to Theories of 
Educational Expansion?” 

Jeremy RAPPLEYE (Kyoto University) 
 

16：45－17：10  ２． “Strategic Identity Formation of Foreign Assistant Language 
Teachers in Japan” 

Mika Ishino-TAKAI (Graduate School of Osaka 
University)  

 

17：10－17：35  ３． “The Making of a New Generation of School Teachers in China” 
Liang DU (Beijing Normal University) 

 

17：35－18：00  ４．“Competence, Capability and Learner-based Curriculum Reform in 
Taiwan” 

Chun-Ping WANG (National Taipei University of 
Education) 

 

18：00－18：20 総括討論 
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Ⅳ－１部会 

大学生とキャリア形成 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：22 番教室 

 

司会 

寺崎里水（法政大学） 

 

9：30－10：20   １．理系女子の進路選択およびキャリア形成と人生プランおよび活躍のチャ

ンスについての研究 

―卒業・修了生アンケート調査および卒業生インタビュー記事の分析より― 

◯佐々木啓子（電気通信大学） 

椿美智子（電気通信大学） 

◯藤村朝子（日本女子大学（非常勤講師）） 

高橋裕子（津田塾大学） 

渡邊あや（津田塾大学） 

赤澤紀子（電気通信大学） 

 

  

10：20－10：45  ２．プロジェクト学習を通じた大学生のキャリア教育 

亀井あかね（東北工業大学） 

 

10：45－11：10  ３．大学の教育環境と卒業生の雇用状況に関する実証分析 

姉川恭子（早稲田大学） 

 

11：10－11：35  ４．大学のキャリア教育における予期的社会化 

妹尾麻美（立命館大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－２部会 

大学教育の効用 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：23 番教室 

 

司会 

濱中淳子（東京大学） 

 

9：30－10：20     １．大学生にとっての留学の効用 

―意識・行動変容に着目して― 

◯吉田文（早稲田大学） 

◯反橋一憲（早稲田大学大学院） 

沈雨香（早稲田大学大学院） 

樋田有一郎（早稲田大学大学院 

            ・日本学術振興会特別研究員） 

山本桃子（早稲田大学大学院） 

遠藤健（早稲田大学大学院） 

 

10：20－10：45   ２．地方の若者の地域移動・定着とキャリア選択 

―福祉系大学生・卒業生へのインタビューから― 

廣森直子（青森県立保健大学） 

 

10：45－11：35   ３．学士課程教育の質保証 

―R-T-S ネクサスの構築― 

◯有本章（兵庫大学） 

◯黄文哲（兵庫大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－３部会 

学力 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：24 番教室 

司会 

鳶島修治（群馬大学） 

 

9：30－9：55    １．交差遅れ効果モデルを用いた学力のパネルデータ分析 

数実浩佑（大阪大学大学院） 

 

9：55－10：45   ２．沖縄における離島と本島間の学力格差 

―学力調査が及ぼした影響に焦点をあてて― 

◯西本裕輝（琉球大学） 

◯馬居政幸（静岡大学名誉教授） 

望月重信（明治学院大学名誉教授）  

角替弘規（静岡県立大学）  

遠藤宏美（宮崎大学） 

 

10：45－11：10  ３．現代の子どもの読書に関する考察 

―2 つの調査データの比較より― 

腰越滋（東京学芸大学） 

 

11：10－11：35  ４．学習姿勢の改善と学力向上 

―ある公立中学校における公文式学習の導入事例― 

岡嶋裕子（大阪大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－４部会 

中等教育の歴史と現在 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：25 番教室 

 

司会 

前田崇（北里大学） 

 

9：30－9：55    １．大学令期の私立大学における併設中学校からの優先入学 

松本暢平（千葉大学） 

 

9：55－10：20   ２．夜間定時制高校の学校文化 

―1970 年代の機能不全の内実― 

鍜冶直紀（大阪大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３．生徒の語りから見える定時制高校の変容 

―『わが青春の記録』に着目して― 

佐川宏迪（京都大学大学院） 

 

10：45－11：10  ４．量的縮小期における定通教育振興の論理 

濱沖敢太郎（一橋大学大学院） 

 

11：10－11：35  ５．「準市場」としての私立高校授業料無償化政策 

児玉英靖（洛星中学・高等学校） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－５部会 

ジェンダー（２） 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：28 番教室 

 

司会 

千田有紀（武蔵大学） 

 

9：30－9：55    １．小児包茎をめぐる言説は何を語っていないのか 

―男児の性器ケアにかんする母親／父親向けメッセージの違いに注目

しながら― 

澁谷知美（東京経済大学） 

 

9：55－10：20   ２．高度経済成長期における農村生活の「合理化」過程とその帰結 

―家庭科教育と生活改良普及事業を焦点に― 

増田仁（熊本大学） 

 

10：20－10：45  ３．戦後「不良化防止」における家庭の役割 

中山良子（和歌山工業高等専門学校） 

 

10：45－11：10  ４．性的マイノリティに対する大学生の意識・態度 

―首都圏・私立 A 大学の調査から― 

須長史生（昭和大学） 

 

11：10－11：35  ５．教師の学級運営が生み出す女子のジレンマ 

―ケアの倫理と自律に着目し― 

寺町晋哉（宮崎公立大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－６部会 

カリキュラムと教育 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：32 番教室 

 

司会 

羽田貴史（東北大学） 

 

9：30－9：55    １．日常知に基づく信念を支えようとする論理は、学問知となる理論として

成り立ちうるのか 

―カリキュラムに関する近年のマイケル・F・D・ヤングを手がかりに― 

柳田雅明（青山学院大学） 

 

9：55－10：20   ２．「国際教養」教育の日本的展開と課題 

嶋内佐絵（早稲田大学） 

 

10：20－10：45  ３．私立在外校におけるＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｌ Ｏｒｄｅｒの構築 

―Ｋ校の英語カリキュラムを中心にして― 

白石義郎（久留米大学） 

 

10：45－11：35  ４．第三段階教育の質保証にかかる国際的な政策学習過程の分析 

―豪・韓・日の学位・資格枠組みの開発に焦点を当てて― 

吉本圭一（九州大学） 

◯稲永由紀（筑波大学） 

◯塚原修一（関西国際大学） 

◯杉本和弘（東北大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－７部会 

ニューカマー（２） 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：33 番教室 

司会 

鍛治致（大阪成蹊大学） 

 

9：30－10：20     １．日系ブラジル人の再チャレンジ 

―アマゾン編― 

◯山本晃輔（大阪大学） 

◯中島葉子（岐阜聖徳学園大学） 

児島明（鳥取大学） 

ハヤシザキカズヒコ（福岡教育大学） 

山ノ内裕子（関西大学） 

山野上麻衣（一橋大学大学院） 

 

10：20－10：45   ２．公立学校におけるブラジル人保護者と教師との関係 

―群馬県大泉町における教師調査から― 

新藤慶（群馬大学） 

 

10：45－11：10   ３．フィリピン系ニューカマー第二世代の進路選択と大学での学び 

◯額賀美紗子（東京大学） 

三浦綾希子（中京大学） 

 

11：10－11：35   ４．ブラジル系ニューカマー第二世代の「帰国」経験 

児島明（鳥取大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－８部会 

貧困と教育支援 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：34 番教室 

 

司会 

小澤浩明（東洋大学） 

 

9：30－9：55    １．「子どもの貧困」に立ち向かう教師の葛藤と役割認識 

高橋味央（大阪大学大学院） 

 

9：55－10：20   ２．学習と居場所のディレンマ 

―学習支援 NPO からみえる子どもの貧困対策の困難― 

成澤雅寛（東京大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３．支援者-受援者間の繋がり形成プロセス 

―首都圏の学習支援事業を事例として― 

川﨑妙美（東京外国語大学大学院） 

 

10：45－11：10  ４．低所得層の子どもたちの学習に関する意識と行動 

―JLSCP2015-2016 調査にみる「貧困の連鎖」の要因― 

◯木村治生（ベネッセ教育総合研究所） 

邵勤風（ベネッセ教育総合研究所） 

橋本尚美（ベネッセ教育総合研究所） 

岡部悟志（ベネッセ教育総合研究所） 

 

11：10－11：35  ５．低所得層を対象とした教育支援が意味するもの 

―バングラデシュの事例から― 

内川明佳（総合研究大学院大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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Ⅳ－９部会 

地域と教育 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：35 番教室 

 

司会 

樋田大二郎（青山学院大学） 

 

9：30－9：55    １．就学前環境の地域差と教育達成の関連 

―青少年期から成人期への移行についての追跡的研究（第 5 次）より― 

中西啓喜（早稲田大学） 

 

9：55－10：20   ２．中国の山東省における大学進学機会の地域間格差 

張慶怡（広島大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３．学校教育目標が示す地方別子どもの大学進学目的 

古泉博之（無所属） 

 

10：45－11：10  ４．都市と地方の若者の進路選択と「自立」 

中島ゆり（長崎大学） 

 

11：10－11：35  ５．主観的な〈地域〉を問う 

―「地元」とはどこなのか― 

河原秀行（東京大学大学院） 

 

11：10－12：00    総括討論 

 

 

 

  

 

 

11：35－12：00    総括討論  
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Ⅳ－１０部会 

学校経営 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：38 番教室 

 

司会 

金子真理子（東京学芸大学） 

 

9：30－9：55    １．生徒指導領域における教師のゲートキーピング 

―多職種を常勤配置している学校を一例とした考察― 

保田直美（佛教大学） 

 

9：55－10：20   ２．現場から見た「チームとしての学校」 

―人権教育の立場から― 

川畑和久（大阪大学大学院） 

 

10：20－10：45  ３．進路多様校における校内連携に関する研究 

柊澤利也（早稲田大学大学院） 

 

10：45－11：35  ４．持続可能な学校改善のモデルの検討 

―学力向上と教員育成を軸とする北海道 A 小学校の事例から― 

◯濱元伸彦（京都造形芸術大学） 

◯金南咲季（大阪大学大学院） 

薮田直子（大阪大学大学院） 

福井秀晃（北海道教育大学教職大学院） 

 

11：10－12：00    総括討論 

  

 

 

11：35－12：00    総括討論 
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テーマ部会② 

メディアと教育 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：26 番教室 

 

司会 

紅林伸幸（常葉大学） 

 

9：30－9：55    １．社会問題化過程におけるマスメディア報道の「技法」 

―大津いじめ事件の「自殺の練習」報道に焦点化して― 

今井聖（立教大学大学院） 

 

9：55－10：45   ２．教育世論の構築とテレビメディアⅡ 

―保育報道の分析を通して― 

◯酒井真由子（上田女子短期大学） 

◯越智康詞（信州大学） 

 

10：45－11：35  ３．新聞記事における少年犯罪報道の分析 

―医療化論と物語論の視角から― 

◯加藤隆雄（南山大学） 

◯木村祐子（東京成徳大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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テーマ部会③ 

「教育と社会階層」研究と SSM 調査 
１０月２２日（日）9：30－12：00 

会場：36 番教室 

 

司会 

平沢和司（北海道大学） 

 

9：30－9：55    １．相対的学歴指標と趨勢分析 

―2015 年 SSM 調査データを用いて― 

中村高康（東京大学） 

 

9：55－10：20   ２．教育拡大と機会の不平等 

―SSM2015 年調査データを用いた EMI 仮説の検証― 

中澤渉（大阪大学） 

 

10：20－10：45  ３．出身大学の学校歴と専攻分野がキャリアにもたらす影響 

―1995 年-2015 年 SSM 調査データを用いた分析― 

豊永耕平（東京大学大学院） 

 

10：45－11：10  ４．少子化社会における教育達成ときょうだい構成の関連 

―2015 年 SSM 調査データを用いて― 

苫米地なつ帆（東京大学） 

 

11：10－11：35  ５．女性にとっての大学進学 

―男女雇用均等法は何をもたらしたか？― 

米澤彰純（東北大学） 

 

11：35－12：00 総括討論 
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課題研究Ⅰ 

教員育成の「現場主義」の落とし穴について考える 
 
 

１０月２２日（日）13：30-16：30 

会場：26 番教室 
 

	

近年の教育政策において注目される動向のひとつとして、教員の資質能力の高度化に向けた動き

が挙げられる。教職課程プログラムにおける「教職実践演習」の新設や教職大学院の設置、免許状更

新制の導入などは、まさしくこうした政策的取り組みの一環にほかならないが、最近では、平成	27	

年	12	月にまとめられた中教審答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」

が、養成・採用・研修のプロセスを一体的にとらえた教員育成のための改革の具体策を提示してい

る。	

こうした取り組みについては、なるほど目指すべき方向性そのものに対して異論の余地はないか

もしれない。しかし、実際に取り組まれつつある施策内容を子細にみてみると、そこには教員育成

の「現場主義」とでも呼べるような、どこか閉鎖的でナイーブな、実践的スキルの過信傾向が読み取

れるようにも思われる。	

たとえば養成段階における学校インターンシップの導入や、教職大学院における実務家教員の重

用といった動きには、アカデミックな学識よりも実践面での直接的な有用性のほうを重視する、素

朴な「現場」信仰が投影されているようにも受けとれる。あるいはまた、件の中教審答申が謳う「学

び続ける教員像」には、「自律的な学び」といいつつも、実際には「研修を受けること」と同一視で

きるような制度化された学びが想定されているような気配も伺える。このような閉じたループの中

で追求される「高度化」や「専門職性」には、ともすると自家中毒の罠に陥りかねない危うさが孕ま

れていないだろうか。	

実際に、近年は報道の場面などにおいても、特定の教育実践や学校的慣行が疑問符付きで取り上

げられることが少なくない。このように既存の教員文化や学校的慣行の中にどっぷりと浸かってい

ては見過ごされがちな課題や諸問題に対して、積極的に照準を合わせていこうというのが本課題研

究のねらいである。教員世界における思考の囚われや盲点について批判的に検証していくとともに、

またそのうえで、教員の育成や教育政策に関与するアカデミズムの役割についても考えていくこと

にしたい。	

	

	

司会：河野誠哉（山梨学院大学）・長谷川哲也（静岡大学）			

報告 1：川村光（関西国際大学）	

	 「社会と教育に対する教師のまなざしの変容」		

報告 2：左巻健男（法政大学）	

	 「学校に忍び込むニセ科学」		

報告 3：内田良（名古屋大学）	

	 「ブラック学校の臨床社会学―職員室の『無風状態』から考える」	

討論者：菊地栄治（早稲田大学）		 	 	

	 	 	

（研究委員：河野誠哉・長谷川哲也・紅林伸幸・保田直美）	
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課題研究Ⅱ 
格差・不平等研究の今後 

―教育・家族・階層― 
  

１０月２２日（日）13：30-16：30 

会場：36 番教室 
 

 
少子化、高齢化などの人口構造の変容、家族の多様化、高学歴化や労働市場の変容とそれに伴う

階層構造の変動といった現代社会における様々な変化の中で、今後の格差・不平等研究の課題を探

ることが本課題研究の目的である。教育社会学の立場から格差・不平等にアプローチする上では、

教育の構造変動を前提とした学歴の役割（学歴の収益や教育機会の不平等）やその動向に注目が集

まるが、家族社会学や人口学の視点からは、家族形成と教育（例えば、子どもをもつのか、もつとす

れば何人か、また誰にどこまで教育を受けさせるのか）が少子化社会における今後の格差・不平等

を考える上では重要となる。そこには、どのような配偶者と結婚するのかという学歴同類結合やそ

れが子どもの教育達成にどのような影響をあたえているのかという関心も当然含まれてくる。この

ような家族形成と階層再生産という視点に加えて、家族の影響を親や子どものきょうだいだけでは

なく、祖父母や親きょうだいにも拡張して検討する試みも存在する。以上のような問題関心から経

験的にアプローチするのであれば、調査デザインにも工夫が必要となってくる。	

本課題研究では、教育社会学、家族社会学や人口学、そして社会階層論の重なりつつも異なるそ

れぞれの研究の動向を踏まえた後、教育、家族、階層の 3 つがどう絡み合って格差・不平等を導く

のか、どのような枠組みから格差・不平等の問題に総合的にアプローチすることが可能なのかを、

それぞれの立場から検討し、今後の格差・不平等研究を考える上での分析枠組み、仮説構築、調査デ

ザインの基礎となるような議論を提示する。	

	

	

司会：藤原翔（東京大学）・田中理絵（山口大学）・都村聞人（神戸学院大学）	

報告 1：石田浩（東京大学）	

	 「格差・不平等研究とライフコース」	

報告 2：余田翔平（国立社会保障・人口問題研究所）	

	 「世代間移動表は何を測っているのか？：「前向き」デザインによる世代間移動研究の可能性」	

報告 3：荒牧草平（日本女子大学）	

	 「拡大家族とネットワーク」	

討論者：筒井淳也（立命館大学）	

	

	 （研究委員：藤原翔・田中理絵・都村聞人）	
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課題研究Ⅲ 

「子どもの自殺」をどう考えるか 
 

１０月２２日（日）13：30-16：30 

会場：31 番教室 

 

 

1998 年に年間自殺者数が 3万人を超え、自殺が社会問題となってずいぶん経つ。2009 年以降は自

殺者数が落ち着いてきているが、自殺対策の機運はやまない。 

このような状況下、自殺の社会学的研究において、「子ども」という視点での議論はあまり進んで

いないのが現状ではないだろうか。全自殺者数に占める未成年者の割合は約 2%、小中高校生では年

間 300 人程度ということもあり、子どもの自殺は、自殺をめぐる議論の中では等閑視されがちであ

る。教育社会学会員の間でも、子どもと自殺というテーマは、いじめ自殺問題の社会的構築という

切り口を除いて、あまり積極的に問題化されていないように見える。 

学校という場が自殺を生んでしまう面もあれば、自殺予防対策のひとつの拠点（自殺予防教育）

と期待されている面もある。自殺のリスク層と非行や不登校層との異同、貧困や社会的排除との関

係性といった切り口も予感される。子どもの自殺予防や予防教育をめぐる議論が進みつつある現状

において、こういった現実を、教育社会学的な視点から考察することの意味はあるように思われる。 

その際、学校段階や就学／就労の別等といった社会的・制度的地位や、責任年齢や成人年齢とい

った年齢と相関した法的地位によって、社会保障や責任問題などに関連して大きく問題の構図が変

わりうる。また、自殺を意志ではなく精神障害に起因すると見なす趨勢において、「子どものうつ」

に注目が集まる一方で、子どもが精神障害になるということ自体への抵抗感も未だあるように、「子

ども」の扱いは一筋縄では行かない。こういった点を考えたとき、子ども期の格差・社会的排除や学

校問題や子ども観に関して議論を蓄積してきた教育社会学が、それらの成果を応用・発展する形で

自殺というテーマで考えるべき点、自殺研究に貢献できる点は多々あるのではないか。また、すで

に一定の蓄積のある構築主義的研究からも、新たな視点が提供できるだろう。 

本課題研究では、以上のような自殺対策と大人の自殺の社会学的研究の潮流や、子どもの自殺対

策や自殺予防教育の現実をフロアと共有した上で、そこで捉えきれない子どもの自殺固有の問題は

何か、そこに教育社会学は何ができるのかを議論したい。 

 

司会：伊藤茂樹（駒澤大学） 

報告 1：元森絵里子（明治学院大学） 

  「子どもの自殺の社会学の可能性をめぐって」 

報告 2：北澤 毅（立教大学） 

  「子どもの自殺：責任帰属をめぐって」 

報告 3：川野健治（立命館大学） 

  「自殺予防と学校」 

討論者：西田芳正（大阪府立大学） 

 

 （研究委員：鶴田真紀・元森絵里子・越智康詞・松田恵示） 
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